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井

克

巳

研

究

の

目

的

前
回
の
報
A

や
は
、
諸
恒
常
現
象
問
、
と
く
に
大
き
さ

S
2
5、
形

F
2
0
5）
及
び
白
さ

W
（

3目
5
2臼
）
の
恒
常
現
象
聞
の

相
関
に
関
す
る
ザ
ウ
レ
ス
｛
（
吋
同
H
o
g－
叩

gw
戸
国
・
）
及
び
シ

I
ハ
円
（

ω目
広
島

mF
冨
・
同
・
）
の
研
究
を
紹
介
し
、
群
因
子
を
め
ぐ
る
両
氏

の
結
論
の
対
立
を
、
童
因
子
説
の
立
場
か
ら
解
決
し
た
。

今
回
の
研
売
の
目
的
は
、

S
及
び

F
の
恒
常
現
象
を
、
次
節
に
述
べ
る
よ
う
な
独
自
の
方
法
で
測
定
し
、

s、
F
聞
の
相
関
加
が
、
測

定
の
方
法
及
び
条
件
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
、

又
此
等
の
相
関
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
童
因
子
説
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う

な
因
子
を
必
要
と
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

実

験

の

手

続

ザ
ウ
レ
ス
及
び
シ

1
ハ
シ
の
研
究
に
於
て
は
、

一
群
の
%
に
つ
い
て
、

S
と
F
の
恒
常
度
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
測
定
し
、
両
者
の
相

諸
問
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
ナ
る
研
究

一五
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~ ノ、

関
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、

S
の
恒
常
度
の
測
定
で
は
、
標
準
刺
戟
N
と
し
て
円
板
（
直
径
一

O
糎
）
を
用
い
、

此
を
も
－
よ
り

一
五
O
糎
の
と
こ
ろ
に
呈
示
し
、
変
化
刺
戟

V
と
し
て
は
、
種
々
の
大
き
さ
の
円
板
（
直
径
八
糎
か
ら
一
一
一
一
糎
ま
で
、
間
隔

0
・
五
糎
）
を

れ
よ
り
三

O
O糎
の
と
こ
ろ
に
呈
示
す
る
。
此
に
対
し
F
の
恒
常
度
の
場
合
は
、

N
と
し
て

E
方
形
板
（
対
角
線
の
長
さ
二

O
糎
）
を
、

む
よ
り
一
五

O
糎
の
と
こ
ろ
に
、

そ
の
眼
の
高
さ
に
、

一
方
の
対
角
線
を
水
平
と
し
、

他
方
の
対
角
棋
を
前
額
平
行
面
と
一
定
の
角
度

（
例
え
ば
一
五
度
〉
に
傾
け
て
呈
示
し
、

V
と
し
て
は
、
種
々
の
菱
形
（
水
平
方
向
の
対
角
線
の
長
さ
は
す
べ
て
ニ

O
纏
で
、

垂
直
方
向

の
対
角
線
は
六
糎
か
ら
二
三
糎
ま
で
、
間
隔

0
・
五
糎
）
を
、
%
に
対
し
て
N
と
同
様
の
位
置
に
、
（
N
と
三

O
糎
の
間
隔
を
置
い
て
）
前

額
平
行
面
に
呈
示
す
る
。
此
の
例
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

S
と
F
の
恒
常
度
測
定
は
用
い
ら
れ
る
刺
戟
対
象
も
、
%
か
ら
の
観
察
距
離
や

角
度
等
も
同
一
で
は
な
く
、
全
く
個
別
的
に
扱
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
右
の
よ
う
な
方
法
と
は
異
り
、

S
及
び
F
の
恒
常
度
を
、
同
一
の
条
件
下
で
測
定
し
よ
う
と
す
る
。

恒
常
現
象
は
、
我

々
の
日
常
生
活
に
於
て
、

S
の
み
に
つ
い
て
、
或
は
F
の
み
に
つ
い
て
起
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、

両
者
に
つ
い
て
同
時
的
に
起
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、

S
及
び
F
の
恒
常
度
も
同
一
条
件
下
で
測
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

従
来
の
方
法
は
、

S
の
恒
常
度
に
つ
い
て
は
、
主

と
し
て
距
離
D
の
要
因
を
考
え
、
叉
F
の
恒
常
度
に
つ
い
て
は
、
角
度
A
の
要
因
を
問
題
と
し
た
が
、

本
研
究
で
は
、
右
の
主
旨
に
従
つ

て、

D
及
び
A
の
両
要
因
を
問
題
と
す
る
。

此
の
場
合
、

S
及
び
F
の
恒
常
度
を
同
時
的
に
も
、
個
別
的
に
も
測
定
で
き
る
。
従
っ
て
測

定
法
と
し
て
、
調
整
法
と
恒
常
法
と
を
用
い
る
と
す
れ
ば
、
次
の
四
種
の
組
合
せ
が
考
え
ら
れ
る
。

ω
調
整
法
に
よ
る
、

S
及
び
F
の
恒
常
度
の
同
条
件
下
同
時
的
測
定
。

ω
調
整
法
に
よ
る
、

S
及
び
F
の
恒
常
度
の
同
条
件
下
個
別
的
測
定
。



。）
恒
常
法
に
よ
る
、

S
及
び
F
の
恒
常
度
の
同
条
件
下
同
時
的
測
定
。

ω
恒
常
法
に
よ
る
、

S
及
び
F
の
恒
常
度
の
同
条
件
下
個
別
的
測
定
。

此
等
の
方
法
は
、
従
来
の
方
法
と
区
別
し
て
、
仮
り
に
恒
常
度
の
二
次
元
的
測
定
（

ωと
ゆ
）
、
及
び
準
二
次
元
的
測
定
（
倒
と

ω〉

と
呼
ぶ
。
こ
L
で
は
、
右
の
中
、

ω及
び

ωを
用
い
た
の
で
、
次
に
此
の
両
者
に
つ
い
て
具
体
的
の
手
続
き
を
述
べ
る
。

A

調
整
法
に
よ
る
、

S
及
び

F
の
恒
常
度
の
二
次
元
的
測
定

標
準
刺
戟
N
と
し
て
、

一
五
×
一
五
平
方
糎
の
白
色
E
方
形
板
を
用
い
、
図
〔
1
U
に
一
示
す
よ
う
に
、
－
w
か
ら
の
観
察
距
離
は
、
一
日
〈
二

米
）
、
島
（
四
米
）
、
及
び
臥
（
六
米
）
の
三
様
に
変
化
さ
せ
、
又
そ
の
前
額
平
行
面
と
の
角
度
は
、
ん
（
二

O
度
）
、
ん
（
四

O
度）、

及
び

ん
（
六

O
度
）
の
三
様
に
変
佑
さ
せ
た
か
ら
、
此
等
の
組
合
せ
で
九
種
の
異
る
条
件
。
同
〉
｝
（
ゲ
〕
H
y
p
g
が
得
ら
れ
る
。

表
〔
1
〕

に
一
示
す
よ
う
に
、

N
は
此
等
の

p
p
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
さ
と
形
に
つ
い
て
異
る
近
刺
戟
値
S
を
有
す
。

此
の
よ
う
に
、

N
の

距
離
と
角
度
と
を
同
時
に
変
化
さ
せ
、

従
っ
て
そ
の
近
刺
戟
と
し
て
の
大
き
さ
と
形
と
を
同
時
に
変
化
さ
せ
て
、
此
に
対
す
る
現
象
的
等

価
H
V
ω

開
（
S
及
び
F
に
つ
い
て
）
を
求
め
る
の
で
、
二
次

元
的
測
定
法
と
仮
称
す
る
。

変
化
刺
戟

V
と
し
て
、

N
と
六

O
度
の
角
を
な
す
方
向

Vp_ 

図〔1J 

に
、
丸
か
ら
二
米
の
距
離
に
、

縦
横
の
長
さ
を
自
由
に

変
化
さ
せ
得
る
正
方
形
板
を
用
い
た
。
勿
論
縦
横
の
長
さ

の
変
化
に
よ
っ
て
、
大
き
さ
を
自
由
に
変
え
、
又
形
も
種

誇
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

七
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表〔1〕 各条件D1A1に於けるNの物理的な値R

と近刺戟的な値S 〔a＝縦， b＝横〕

条 件 大きさ（a×b) 形（a:b或はb: a) 

R s R 
s 

a:b b:a 

15×15 I 15×山｜ 15: 15 I 15：山｜…5
225 211-5 1.00 1,06 .94 

D1 // I 15×山｜ // I 15 = 11.5 I… 5 
172-5 1.30 .11 

// // 115 = 7.5 I 7.5 = 15 
112-5 2.00 -50 

// I 7.…｜ // I 7.5：叶 7.0:7.5 
52,5 1-06 .94 

D2 // I 7以 5.71 // I 7.5 = 5.71 恥 7.5
42-8 1-30 .77 

// I 7.…｜ // I 7.5 = 3.8 I 3.8 = 7.5 
28-5 2.00 .50 

I A1 I // I 5… l // I 5.0 = 4.7 I 4.7 = 5.0 23-5 1-0S .84 

Ds // I 5.0×3.8 I // I 5.0 = 3.81 ル 5.0
19-0 1-30 .11 

// I 5…｜ // 
12.5 2.00 .50 

l¥. 

々
の
短
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

N
、
V
共

%
の
眼
の
高
さ
に
、
灰
色
の
背
景
上
に
呈
示

し
た
。実験

者
は
、

N
の
九
種
の
条
件

p
p
の
中

か
ら
、

一
つ
を
ラ
ン
グ
ム
に
選
び
、
縦
及
び
横

の
長
さ
を
、
上
昇
的
に
或
は
下
降
的
に
変
化
さ

せ
て
、
%
が
N
に
対
し
て

V
の
大
き
さ
も
形

も
等
し
く
見
え
る
と
報
告
す
る
ま
で
調
整
す

るるる
相、等
似、積、此
でやの
は、場

な大合
くき
しさ大
てをき
異さ
両にの
者しみ
共形等
等をし
し等く
いし形
合・く の
同・す異

で
あ
る
こ
と
を
叫
に
十
分
は
っ
き
り
さ
せ

る。

一
つ
の
条
件
に
対
し
て
、
上
昇
的
及
び
下

降
的
に
そ
れ
ぞ
れ
二
回
、
計
四
回
の
調
整
を
行

っ
た
。
各
調
整
で
、
縦
或
は
横
の
い
づ
れ
か
ら

始
る
か
も
ラ
ン
ダ
ム
に
定
め
た
。

叫
が
、

v



と
N
が
合
同
に
な
っ
た
と
報
告
し
た
時
、

V
の
縦
の
長
さ

a
糎
と
横
の
長
さ
b
糎
と
を
記
録
る
す
。

N
の
他
の
八
種
の
条
件
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
測
定
を
行
う
。

%
は
、
心
理
学
専
攻
学
生
一
一
名
を
用
い
、
測
定
は
、
明
室
の
通
常
の
空
間
で
、
両
眼
視
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

B

恒
常
法
に
よ
る
、

S
及
び

F
の
恒
常
度
の
準
二
次
的
測
定

N
の
性
質
及
び
そ
の
呈
一
不
の
条
件
は
、

A
の
場
合
と
全
く
同
様
で
あ
る
が
、
た
ど

V
が
異
っ
て
い
る
。

S
の
恒
常
度
測
定
で
は
、

V
は

縦
横
の
比
が
い
ず
れ
も
一
対
・
七
五
な
る
短
形
一
五
個
（
縦
の
長
さ
五
乃
至
一
九
糎
、
間
隔
一
糎
）
を
、
又
F
の
恒
常
度
測
定
の
場
合
は
、

縦
の
長
さ
が
い
ず
れ
も
一
一
糎
な
る
短
形
一
五
個
（
横
の
長
さ
六
・

O
乃
至
二
ニ
・
七
糎
、
間
隔
0
・
五
五
糎
〉
を
使
用
し
た
。

此
等
の

V

は、

A
の
場
合
と
同
様
、

U
．と

N
と
を
結
ぶ
直
線
と
六

O
度
の
角
を
な
す
方
向
二
米
の
と
こ
ろ
に
、

此
の
方
向
と
直
角
に
且
つ
%
の
眼

の
高
さ
に
呈
示
し
た
。

V
の
系
列
は
、
ラ
ン
ダ
ム
に
二
回
呈
示
し
、
判
断
は
三
件
法
を
用
い
た
。

即
ち
、

S
の
測
定
の
場
合
に
は
、

N
に

対
し
て
V
の
大
き
さ
が
、
「
大
き
い
」
か
「
等
し
い
（
疑
わ
し
い
と
か
或
は
「
小
さ
い
」
か
を
、
又
F
の
測
定
に
於
て
は
、

V
の
幅
が
「
広

い
（
太
い
こ
か
「
等
し
い
（
疑
わ
し
い
と
か
或
は
「
狭
い
（
細
い
こ
か
を
報
告
さ
せ
る
。

む
は
心
理
学
専
攻
生
二
一
名
、
中
玉
名
は
A
の
場
合
と
同
一
で
あ
る
。
半
数
は
S
の
測
定
を
先
に
し
、

F
の
測
定
を
後
に
し
、
叉
残
り
の

半
数
は
此
と
順
序
を
逆
に
測
定
を
行
っ
た
。
又

N
の
呈
示
条
件

UHkr
の
順
序
は
、
ち
に
よ
り
同
一
と
し
な
か
っ
た
。
測
定
は
、
や
は
り
、

明
室
に
於
て
、
両
眼
視
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

結

果

と

考

察

諸
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究
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四
0 

と
思
う
。

守
的
、
ゐ
聞
の
相
関
加
を
考
察
し
、
次
に
両
方
法
に
つ
い
て
加
を
比
較
し
、
更
に
ザ
ウ
レ
ス
及
び
シ
l
ハ
ン
の
結
果
に
も
論
及
し
よ
う

以
上
の
よ
う
な
、
二
種
の
方
法
に
よ
っ
て
、

S
及
び
F
の
恒
常
度
弘
、
む
を
測
定
し
た
の
で
、
こ
L
で
は
先
ず
各
々
の
方
法
に
つ
い
て

A

調
整
法
に
よ
る
測
定
結
果
に
つ
い
℃

は
、
そ
れ
ぞ
れ
面
積
釦
×

σ
及
び
比
率
m
忌
で
表
わ
す
こ
と
L
し
、
此
の
表
の
各
細
胞
の
中
央
及
び
下
段
に
此
等
の
値
が
示
さ
れ
る
。
更

表
門
2
〕
の
各
細
胞
の
上
段
に
は
前
述
の
方
法
に
従
っ
て
得
た
測
定
値

a
及
び
b
が
示
し
て
あ
る
。

大
き
さ
及
び
形
の
現
象
的
な
値
P

に
左
の
公
式
に
よ
っ
て
恒
常
度
Z
（
ザ
ウ
レ
ス
指
数
）
を
算
出
す
る
。

N
H
f川
河
川
円
omω
×回。。

日

o
m
同

lHomω

PSE(P）ー調整法
についての値〕

Ds 

Ai As …1 •u. '・' I "·i~-' U3,6 l}~-0 1.19 .29 1.83 

u:?it I 14i¥{i'9 14.5, 8.9 l?~l 
13.8, 12.8 13.6, 12.2 14.3, 10.1 

1I~off 1r~ir 1flt 

.4 14.81…116.3 10.9 
242.1 221. 1 11~5i 1.11 1.20 1 

13.8, 13.0 
1Ii: lf\~ 1濁.o1.56 
15.9, 15.5 

14~ir 116創.3;ii.3，~~ 

16.0, 13.7 
21:!? 1I~f 142.s 1.73 

13191~1·81131ム1｛~·9113ltii'8

1f~~ 11~~ I~~ 

6.4 6.0 I 6.9 5.516.3. 4.3 
38.4 f¥O 21.1 1.07 5 1.47 

l6:1ir I 15lra;·6116i\ ~i'3 

126,8 
1.60 

181,0 
1.09 
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表〔2) 各 Vpの各 D;AJに於ける Nに対する現象的な値

〔上段はa,bの値，中央は大きさについての値，下段は形

、遺E D1 Dヨ

A1 A2 A.1 A1 A2 A耳

I 且削山…1.1凶1臼汁3
1 209,~ 1p.1 144 5 173,9 168,Q 135.4 

1.0 .15 1.47 110 1.17 1.53 

15.1, 13.9 
2 2~~j9 183,5 140,2 216,Q 2~~,4 145 0 

.09 1.19 1.52 1.04 .11 1.51 

5す｜官I14il{r 114鵠6114起r3 201-4 
1.07 

116.5，…13.4116.3, 10.4 15.8，汁9,13.7115.6, 9.9 
4 259,1 222.4 169,5 237,0 217.8 154,4 

1.05 1.24 1.54 1.05 1.16 1.58 

｜…1… 115.0.10.21 "・'・ 14.4…ド49, 10.0 5 2?1~ 197,8 1y~·O 211.7 205.2 1i~O 
1.15 .4 7 1.02 1.13 9 

15.7, 15.2 16.2, 14.8 16.5, 14.l l「「r門円16.9叫……6.9刷6.9.16引山16 3116.8, 15.9117.1, 13.0 
6 

2~~ci~ 239-g 232.7 275-5 2r!o 1 2盟.31.0 1.17 1.04 6 1.32 

I … ［ド「門門一1臼印叩…5日山山9日叩1臼汁27 212.5 192,4 151,9 220 8 183,2 14~3 
1.12 1 31 1.58 1.25 1.49 1 3 

114.7, 13.5114.6, 11.91山 9.71…… 114.2,8.8 8 1r~o5 l{f 138.7 191-6 166.1 125.0 
9 3 1.47 1.07 1.30 1.61 

114総311問V 12.7, 11.3112.6, 9.8112.9, 7.2 
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表（3〕 各Vpの各叫んに於げる恒常指数Zs,ZF，及び両者の
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こ
L
で、

P
、
R
、
及
び
S
は
、
そ
れ
ぞ
れ
N
の
大
き
さ
或
は
形
に
つ
い
て
の
現
象
的
、
物
理
的
、

及
び
近
刺
戟
的
な
値
を
一
示
す
（
表

〔
1
〕
参
照
〉
。

表
〔
3
〕
は
、
右
の
公
式
に
よ
っ
て
、
各
%
の
各

pkr
で
の
恒
常
度
を
算
出
し
た
結
果
で
、
各
細
胞
の
上
方
は
大
き
さ
に
つ
い
て
の

恒
常
度
q
却
を
、
下
方
は
形
に
つ
い
て
の
恒
常
度
ゐ
を
示
す
。
又
此
の
表
の
下
段
に
は
両
者
の
相
関
加

（
プ
ロ
グ
ク
ト
・
モ

1
メ
シ
ト

法
に
よ
る
〉
と
そ
れ
等
の
確
率
誤
差
司
開
が
記
さ
れ
る
。

本
研
究
は
、

加
が
主
要
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
先
ず
此
の
基
礎
と
な
る
弘
、
む
に
つ
い
て
の
性
質
及
び
両
者
の
関
係
を
考
察
す
る
。

表
〔
2
〕
の
P
の
平
均
値
（
M
の
行
〉
を
、

え
る
。
先
ず
大
き
さ
の
方
ハ
M
行
の
上
段
の
値
〉
は
、
ロ
同
〉
v

目
を
除
い
て
、
他
の
す
べ
て
の
条
件
下
で
、

ω八】
M

八
同
な
る
関
係
が
認
め
ら

表
〔
1
〕
の
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
R
及
び
S
の
値
と
比
較
し
、

p
、
R
、
S
聞
の
関
係
を
考

れ
る
。
即
ち
現
象
的
な
値
は
、
物
理
的
な
値
と
近
刺
戟
的
な
値
と
の
中
聞
に
位
す
る
。

此
は
、
ザ
ウ
レ
ス
が
、
恒
常
現
象
の
広
汎
な
研
究

を
通
じ
て
最
も
重
要
と
認
め
た
法
則
、
即
ち
「
真
の
性
質
へ
の
現
象
的
回
帰
の
原
理
」
（
同

MHZa志
向
。
片
岡
vvgog自
己
円
高
円
。
白
色
。
ロ

S
J
E
H
．n
v
R
R丹
市
♂
略
し
て
回
帰
の
法
則
、

F
E司
O
同
円
高
2
2
E
S
と
一
致
す
る
。

次
に
形
の
方
〈
M
行
の
下
段
の
値
〉
は
、

PKFご

ロ悼
hpご

p
u－
を
除
い
た
他
の
条
件
下
で
は
、
同
八
司
八
∞
な
る
関
係
が
認
め
ら
れ
、
や
は
り
回
帰
法
則
に
従
う
。
従
っ
て
、
此

の
法
則
に
従
わ
な
い
、
大
き
さ
に
つ
い
て
は

pkpヘ
形
に
つ
い
て
は
ロ
戸
〉
二
口

Hkf

の
四
つ
の
場
合
が
問
題
と
な
る
。

以
上
は
、
平
均
値
M
に
つ
い
て
、
大
体
の
傾
向
を
見
た
の
で
ゐ
る
が
、
次
に
各
Y
W

の
値
を
検
討
し
て
見
る
。
先
ず
大
き
さ
に
つ
い
て

。？F

の
P
の
値
を
、

R
及
び
S
の
値
と
比
較
す
れ
ば
、
回
帰
法
則
に
従
う
場
合
（

ω八
司
八
同
）
は
、

九
九
の
測
定
値
中
七
七
例
（
七
七
・
八
Mm）

で
、
従
わ
な
い
場
合
（
司
八

ω八
岡
、
或
は

ω八
同
八

3
は
二
二
例
合
コ
了
二
労
）
で
あ
る
。
此
の
後
者
の
場
合
を
、
条
件
別
に
見
る
と
、

諸
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

四



諸
恒
常
現
象
向
。
相
関
に
関
す
る
研
究

四
四

に
於
て
最
も
多
く
九
例
、
そ
の
他
に
於
て
は

O
乃
至
三
例
で
あ
る
。
叉
個
人
別
で
み
る
と
巧
6
が
最
も
多
く
七

例
、
次
は
V
吋
4
、
v吋
日
の
四
例
で
、
他
は

O
乃
至
二
例
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
砂
に
つ
い
て
の
P
の
値
を
同
様
に
調
べ
て
み
る
と
、
回

問
題
と
な
っ
た
り
に
r

帰
法
則
に
従
う
場
合
（
同
八
可
八
伊
形
を

a
対
b
で
示
し
た
の
で
同
八

ω
と
な
り
大
き
さ
の
場
合
と
反
対
〉
は
九
九
の
測
定
値
中
七
四
例

（
七
四
・
七
%
〉
で
、
従
わ
な
い
場
合
は
、
二
五
例
（
二
五
・
三
M

と
で
あ
る
。

後
者
の
場
合
を
、
条
件
別
に
見
る
と
、
や
は
り
問
題
と
な

っ
た
ロ

Lr
U
？
F
・
ロ？
P
－
に
於
て
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
七
、
六
、
八
例
で
あ
る
が
、
他
の
条
件
に
つ
い
て
は
、

O
乃
至
二
例
で
あ
る
。

又
個
人
別
で
は
、
丸
．
7
が
最
も
多
く
五
例
、
次
は
れ
．
U
の
四
例
で
、
他
は

O
乃
至
三
例
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
測
定
値

の
七
五
1
八
O
Mは
、
回
帰
法
則
に
従
い
、
此
の
法
則
に
従
わ
な
い
の
は
二

O
l二
五
Mm
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

次
に
恒
常
度
Z
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
前
記
の
Z
の
公
式
か
ら
、
回
帰
法
則
に
従
う
場
合
は
、
。
八
N
八
回
。
。
の
値
を
と
り
、
従
わ
な

或
は

N
八
。
ハ
負
恒
常
、

g
a
q
g
a
gロ
ミ
）
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
従
っ
て
、
表
門
3
〕
の
平
均
値
（
M
の
行
〉
に
つ
い
て
見
る
と
、
上
記
と
金
一
く
同
一
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
み
の
平
均

U

L－－－

U
M
K
F
以
外
の
条
件
に
於
て
ぺ

で
、
負
恒
常
を
一
示
す
。
又
各

い
場
合
は
N
V
H
0
0

（
超
恒
常
、

0
2円

g
g
Z
D
Q〉
か
、

値
は
、

p
p
以
外
の
条
件
で
は
、
。
八
N
田
八
回
。
。
で
あ
り
、
又
む
の
平
均
値
は
、

P
K
F

。八
N
『八
H
O
O

で
あ
っ
て
、
回
帰
法
則
に
従
う
こ
と
を
一
示
す
。

右
以
外
の
条
件
で
は
、

N
白
八
。

N
司
八
。

vw
の
値
に
つ
い
て
も
、

表
〔
2
〕
で
見
ら
れ
た
と
全
く
同
一
の
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
一
再
う
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
で
特
に
回
帰
法
制

に
従
わ
な
い
場
合
に
つ
い
て
考
え
て
見
る
。

そ
れ
は
ゐ
に
つ
い
て
一
一
一
一
例
（
負
恒
常
九
例
、
超
恒
常
一
三
例
）
、
ゐ
に
つ
い
て
二
五
例

（
負
恒
常
二
四
例
、
超
恒
常
一
例
）
で
あ
る
。

此
に
よ
っ
て
見
る
と
、

異
常
な
恒
常
度
は
、
為
、
む
の
両
者
に
つ
い
て
略
々
同
様
に
起

り
、
お
に
つ
い
て
は
、
超
恒
常
が
や
L
多
く
、

む
で
は
反
対
に
負
恒
常
が
多
い
。
次
に
個
人
別
に
、
此
の
よ
う
な
異
常
恒
常
度
を
調
べ



て
み
る
と
、
此
も
前
述
の
よ
う
に
、
れ
．
6
は
払
に
つ
い
て
七
例
も
超
恒
常
を
示
し
、
又
れ
．
7
は
あ
に
つ
い
て
五
例
も
負
恒
常
を
一
示

し
て
い
る
。

し
か
し
、

一
方
に
於
て
は
、
此
の
よ
う
な
異
常
恒
常
を
全
然
示
さ
な
い
叫
も
見
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
異
常
恒
常
度
は
、
個

人
的
な
要
因
に
基
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
又
異
常
恒
常
度
が
起
る
の
は
、

し
ば
し
ば
述
べ
た
よ
う
に
、
ロ
目
〉
’
同
（
山
H
H・M
・
ω）
な

る
条
件
、
即
ち
N
の
回
転
角
の
小
な
る
場
合
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
客
観
的
な
要
因
に
も
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

恒
常
度
Z
を
算
出
す

異
常
な
恒
常
度
が
起
る
の
は
、
現
象
的
な
値
P
が
、
物
理
的
な
値
氏
と
近
刺
戟
的
な
値
S
と
の
聞
に
入

ら
な
い
場
合
で
あ
る
が
、
表
門
1
〕
で
見
る
と
、

R
と
S
と
の
差
が
最
小
と
な
る
の
は
、
大
き
さ
に
つ
い
て

U
F
〉
同
の
場
合
、
形
に
つ
い

る
公
式
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

て

U
H
F－
u
t
r
ロ
－
凶
〉
同
の
場
合
で
あ
る
。
従
っ
て
、
此
等
の
場
合
は
P
が
R
と
S
と
の
聞
に
入
る
確
率
は
小
と
な
り
、
或
は
反
対
に

P
が
R
と
S
と
の
聞
に
入
ら
な
い
確
率
は
大
と
な
る
か
ら
、
異
常
な
恒
常
度
が
現
わ
れ
易
い
と
説
明
さ
れ
る
。

一
方
、
多
く
の
む
は
、

p
p
の
条
件
で
は
、
調
整
が
困
難
で
あ
る
と
内
省
し
、
又
表
〔
3
〕
の
Z
の

ωり
が
、
此
等
の
条
件
で
大
で
あ
る
事
実
は
、
前
記
の
考

察
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
表
〔
3
〕
の
Z
の
平
均
値
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
著
し
い
事
実
は
、
す
べ
て
の
条
件
に
つ
い
て
、

N出
V
N
司
な
る
事
実
で
あ
り
、

E
つ
み
と
ゐ
と
の
差
は
弘
、
叫
に
比
べ
て
叫
に
於
て
逢
に
小
な
る
こ
と
で
あ
る
。
又
各
丸
の
値
に
つ
い
て
見
る
と
、
九
九
対
の

Z
の
値
の
中
で
、
八

O
対
（
八

0
・八

M
Z
に
つ
い
て
は
右
の
関
係
が
認
め
ら
れ
、

残
り
の
一
九
対
（
一
九
・
二
Mm）
に
つ
い
て
は
、
逆
の

関
係
計
八
N
司
が
認
め
ら
れ
、
此
の
中
の
一
四
対
は

U
－k
r
C
H
Y
M
N－
ω）
の
条
件
下
に
含
ま
れ
た
。
尚
t
検
定
に
よ
れ
ば
、
全
体
と
し

て
お
と
お
と
の
差
は
有
意
（
司
八
・

2
）
と
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
同
一
対
象
に
つ
い
て
、
大
き
さ
の
恒
常
度
五
は
、
形

の
恒
常
度
む
よ
り
も
大
き
く
、
且
つ
両
者
の
差
は
、
弘
、
弘
よ
り
も
臥
の
如
き
近
距
離
に
於
て
小
と
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

諸
恒
常
現
象
閑
O
相
関
に
関
す
る
研
究

四
五



表祈分散ゆ

て
t

、、bv

Z

コ

る

む

よ

ー
に

み

法整調表〔4〕

務
恒
常
現
象
間

ο相
関
に
関
す
る
研
究

(a) 

変動因 ss df s2 F 

P(Vp) 127,290.50 10 12,729.05 4.91帝都

D 70,418.02 2 35,209.01 13.57来事

A 4,005.34 2 2,002.92 0.77 

D×A 16,829.13 4 4,207.28 1.62 

残差 207,553.68 80 2,594.42 

計 426,097.17 98 

ZFについて

変動因 ss df s2 F 

p 105,629.36 10 10,562.94 6.33端機

D 3,097.54 2 1,548.77 0.93 

A 122,912.51 2 61,456.26 36.81** 

D×A 2,984.64 4 746.16 0.45 

残差 133.596.64 80 1,669.96 

計 386.220.69 98 

(b) 

四
六

表
〔
4
〕
は
、
表
〔
3
〕
を
資
料
と
し
て
の

分
散
分
析
表
で
、

同
は
五
に
－
つ
い
て
、

(b) 

は
む
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
ず
み
、
み

い
ず
れ
に
於
て
も
、
個
人
差
は
、
著
し
く
有
意

〈司〈・
0
H
）
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
此
は
、
ザ
ウ

レ
ス
、

シ

l
ハ
ン
両
氏
の
研
究
結
果
と
金
く
一

致
す
る
。
次
に
み

に
つ
い
て
は
、
距
離
D
閲

に
有
意
差
（
司
八
－
O
H
）
が
認
め
ら
れ
る
が
、
角

度
A
聞
に
は
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
此
に

対
し
、

む
に
つ
い
て
は
、

反
対
に

A
聞
に
有

意
差
〈
同
M

八・
0
3
が
認
め
ら
れ
、

D
聞
に
は
有

意
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
又
交
互
作
用
ロ
×
〉

は
、
刷
、
川
に
於
て
共
に
有
意
で
は
な
い
か

ら
、
む
に
つ
い
て
D
聞
の
有
意
差
は
A
に
依
存

せ
ず
、
む
に
つ
い
て
A
閣
の
有
意
差
は
D
に
依

存
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
此
等
の
事
実
は
、



従
来
の
大
き
さ
、
形
の
恒
常
現
象
に
関
す
る
個
別
的
研
究
の
結
果
と
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
で

q
師
、
む
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
及
び
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
り
、

次
に
主
要
問
題
で
あ
る
相
関
加
の
検
討
に
す

L
む。

先
ず
表
〔
3
U
で
、
各
丸
の
Z
の
平
均
値
（
M
の
列
）
を
見
る
と
、

Y

昨
日
を
除
い
た
他
の
一

O
名
に
つ
い
て
、
前
記
の
関
係

N国
V
N句
の
成
立
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
み
と
る
と
を
比
較
し
て
見
る
と
、
両
者
の
聞
に
は
、

並
行
的
な
関
係
は
認
め

ら
れ
な
い
。
即
ち
、

n
A
の
高
い
れ
．
は
、
必
し
も
み
に
於
て
高
く
は
な
く
、
又
み
の
低
い
丸
は
、
必
し
も
み
に
於
て
低
く
は
な
い

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
両
者
の
聞
の
相
関
は
、
余
り
高
く
は
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
表
〔
3
〕
の
川
の
行
は
、

前
述
の
よ
う
に
各

。
同
〉
』
毎
に
お
と
む
と
の
相
闘
を
、
プ
ロ
グ
ク
ト
、
モ
ー
メ
ン
ト
法
に
よ
っ
て
算
出
し
た
結
果
で
あ
る
。
此
で
見
る
と
、

U
－
〉
討
の
・
七

を
除
く
他
の
八
個
の
加
は
、

い
づ
れ
も
有
意
で
は
な
い
。

そ
こ
で
極
端
な
超
恒
常
（
N
V
H
g
）
及
び
負
恒
常
（
N
八

1
5
3
で
あ

る
八
対
の
値
を
除
き
、

残
り
の
九
一
対
の
弘
、
ワ
却
を
用
い
て
計
算
し
た
結
果
（
耐
の
平
均
と
し
て
記
す
）
は
、
円
四
司
H
J
N
C
・
2凶
H
H
・0
0切

で
有
意
（
司
へ
－
O
H
）
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
此
の
結
果
は
ザ
ウ
レ
ス
、

シ

l
ハ

ン
両
氏
の
結
果
よ
り
著
し
く
低
い
。

従
っ
て
、

ザ
ウ
レ
ス
の
主
張
す
る
よ
う
な
、

諸
恒
常
現
象
問
、

と
く
に
S
、
F
の
恒
常
現
象
聞
に
共
通
に
作
用
す
る
群
因
子
を
認
め
る
こ
と
は
閤
難

と
な
り
、

シ

1
ハ
ン
の
群
因
子
否
定
説
が
正
し
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
此
の
問
題
は
、
恒
常
法
に
よ
る
、

s、
F
恒
常
度
の

準
二
次
的
測
定
の
結
果
に
お
い
て
、

加
が
条
件

P
〉
』
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
の
問
題
と
共
に
改
め
て
次
節
に
お
い
て
考

察
す
る
。

次
に
、

s、
F
恒
常
度
の
二
次
元
的
測
定
に
よ
っ
て
得
た
結
果
を
、
左
に
要
約
し
よ
う
。

(1) 

大
き
さ
形
共
に
、
そ
の
現
象
的
な
値
y
、
物
理
的
な
値
民
、
及
び
近
刺
戟
的
な
値
S
と
の
間
に
は
、

ザ
ウ
レ
ス
の
回
帰
法
則
即
ち

諸
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

四
七



誇
恒
常
現
象
問
。
格
闘
に
関
す
る
研
究

四
l¥. 

ω八
司
人
同
或
は
同
八
回
M

人
ω
な
る
関
係
が
認
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
恒
常
度
弘
、
守
的
は
共
に
。
八
N
八
H
0
0
な
る
値
を
と
る
。

(2) 

し
か
し
回
帰
法
則
に
従
わ
な
い
で
み
、
む
共
に
異
常
な
値
（
N
V
5
0
、
或
は

N
A
S
を
と
る
こ
と
が
為
る
。

そ
れ
は
回
転
角

A
の
小
さ
な
条
件
及
び
特
定
な
丸
に
つ
い
て
多
く
認
め
ら
れ
た
。

(3) 

恒
常
度
五
、
ゐ
に
は
共
に
著
し
い
個
入
差
が
認
め
ら
れ
る
。
此
は
ザ
ウ
レ
ス
、

シ
l
ハ
ン
両
氏
の
結
果
と
全
く
一
致
す
る
。

ω 
み
は
、
距
離
D
に
つ
い
て
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
角
度
A
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
又
交
互
作
用

U
×
〉
も
有
意
で

ま
工
、
。

’q
e
J
B
V
 

(5) 

み
は
、

A
に
つ
い
て
は
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、

D
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
又
ロ
×
〉
も
有
意
で
は
な
い
。

制

w
－

h
と
ゐ
と
の
聞
に
は
、

puvN司
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
・
此
の
傾
向
は
、

D
が
小
な
る
場
合
に
減
少
す
る
。

。）

み
と
守
的
と
の
聞
に
は
、
低
く
は
あ
る
が
、
有
意
な
正
の
相
闘
が
或
立
す
る
。
但
し
、

提町
H
－M
m
y

司
何
H

・0
0町、

此
は
ザ
ウ
レ

ス
、
シ
l
ハ
ン
両
氏
の
結
果
に
比
べ
て
著
し
く
低
い
。

従
っ
て
、
此
の
結
果
か
ら
は
、
弘
、
む
聞
に
群
因
子
或
は
共
通
因
子
を

認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

B

恒
常
法
に
よ
る
測
定
結
果
に
つ
い
℃

恒
常
法
に
よ
っ
て
、
同
一
条
件

p
p
に
つ
い
て
、

S
及
び
F
の
恒
常
度
を
別
個
に
測
定
し
た
結
果
が
表
〔
5
〕
に
一
示
さ
れ
る
。
表
の

各
細
胞
の
上
段
に
は
、
大
き
さ
に
つ
い
て
二
回
の
思
出
の
平
均
値
、
下
段
に
は
形
に
つ
い
て
の
同
様
な
平
均
値
が
記
録
さ
れ
る
。

此
の

場
合
、
形
は
横
と
縦
と
の
比
率

σ
H
m
で
表
わ
す
こ
と
と
し
た
。

表
〔
6
U
は
、
表
〔
5
〕
の

P
の
値
と
、
比
に
対
応
す
る
表
〔
1
〕
の

R
及
び

S
の
値
と
か
ら
算
出
し
た
恒
常
度

Z
で
、
各
細
胞
の
上
方
に
は
大
き
さ
に
つ
い
て
の
恒
常
度
み
を
、
下
方
に
は
形
に
つ
い
て
の



韓間恒常現象問。相闘に関する研究
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表〔5〕 各Vpの各D1A』に於けるP一恒常法〔上方は大きさ
についての値，下方は形についての値〕

3主 D1 D2 Ds 

A1 I・ A2 I A3 A1 j A2 j As A1 I A2 j As 

1 12；濁-412刊180-4I 192-0 I 1仰い回41吋吋附
.95 .98 .72 .95 .85 .72 .95 .85 .71 

2 ｜糊11加.4，判判 g刊吋刊引縄2.95 .78 .68 .95 .75 .54 .97 .77 .58 

3 ｜叫引 121.1I刊刊吋刊制I20.a .92 .77 .64 .90 .72 .54 .88 .74 .53 

4 ｜吋 1叩 7.011川一1I 1盟 1I制｜槌8.95 .88 .76 .87 .79 .61 .93 .77 .57 

5 119引188,21吋叫吋吋 1刊1制；9¥ 112.7 
.99 .94 .80 .95 .80 .65 .93 .79 .63 

6 ドas.2＼謁2.4，州吋 g引82-.9,11引制I78-9 
.97 .87 .72 .95 .83 .60 .96 .83 .. 60 

7 1223.312凹－411闘い80,41門吋吋州附
.93 .89 .79 .93 .86 .72 .92 .87 .73 

8 ｜吋 229,91吋216-81吋1叩引 216-81附
.92 .83 .68 .94 .82 .63 .96 .83 .60 

9 1204-411叫吋吋 1刊吋吋吋附.94 .84 .72 .94 .86 .74 .98 .88 .72 

10 ド部21吋吋 1刊15ベ引門町 1刷.97 .89 .78 .96 .84 .69 .93 .86 .59 

11 I 192-0 I吋1刊刊 1刊叫吋吋 108.01.00 .92 .73 .93 .85 .65 .95 .85 .68 

12 I 1由。｜吋 131.8, 147.0ド26.81 90-81引制I75.0 
1.00 .88 .60 .93 .79 .57 .93 .75 .54 

M ｜吋吋吋吋引川吋引附.96 .85 .72 .93 .81 .64 .94 .82 .62 



表〔6〕 各Vpの各D1A1に於ける Zs,ZF，及び，rw.一恒常法
〔上方はZs，下方はZF〕

百 D1 03 Da 

A1 I A2 I As A1 I A2 I Aa M 

1 1 ，智男I~: I響I:g I ti I普｜器｜訓話
2 J弔引 u¥n¥ Jll引制唱｜到普

寸~~ -i I lf I JA I -2l J 1! I -10! I -ff I 引＝~R
4 十1r~ sr I認＼-1if I ,~ I IR I J~ I則自｜宅
5 1-1g2 男Ita I野Iu¥ Ii¥ JJ¥ rij It¥ ~~ 
6 1－轡 111護1,,1 ~!\ ~~1 盟｜思｜思｜！？
7 I _ff ti I器I－響I!I I諸1-Ws¥~JI ,~1 II 
8 I ！~~ 1思I2~ I引t!j ~11 ~~1 ~~， ~J\ ~g 
9 I号認I~i J句I~g I野I!?¥ ~II ，~1 思
o ,-2自書IJI¥ ,~1 III I2j -r1J u¥ 12¥ 1, 
1 I鳴！I¥ !~ I _n I諸｜思｜！？｜認II~ I !I 
2 J-1gs I 副 i~I -n I ,g I到－＇＇I毘Irr I ii 
M ¥ 1i I ~i 1語IJtl IS¥ i~ ／引！？｜！？｜費
S.D. 11器：1Jii::1ia1野IU:8 I 1::i I ~u I 22:~ ¥ I~:g ＼駅
ト49J .19 J .04 J .so I .s2 I・74I .56 1 .12 1 .n I .12 
｜・1sI .19 J・19I店 I.06 I .o9 J .1s I .o9 I・10I .09 
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恒
常
度
む
を
一
示
す
。
又
表
の
加
の
行
に
は
、
各
ロ

kr
に
つ
い
て
の
み
と
み
と
の
相
関
を
、
M
M

一
切
の
行
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
附

の
確
率
誤
差
を
一
示
す
。

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
測
定
結
果
が
回
帰
法
則
に
従
う
場
合
、
即
ち

ω八回
M

八
回
同
な
る
関
係
が
あ
れ
ば
、
。
八
N
八
回
き
で
あ
り
、
又

此
の
法
則
に
従
わ
な
い
場
合
、
即
ち

HM
八
ω八
開
或
は

ω八
回
八
喝
な
る
関
係
が
あ
れ
ば
、

N
八
。
或
は

N
V
H
0
0
と
な
る
か
ら
、
表

円

6
〕
の
Z
の
値
に
よ
っ
て
、
測
定
値
が
右
の
法
則
に
従
う
か
否
か
が
判
定
で
き
る
。
先
ず
み
に
つ
い
て
見
る
と
、

一
O
八
個
の
中
、
回

帰
法
則
に
従
う
の
は
九
一
例
（
八
四
・
三
Mm
）
で
、
従
わ
な
い
の
は
一
七
例
（
一
五
・
七
%
、
超
恒
常
四
例
、

負
恒
常
二
二
例
）
で
あ
る
。

後
者
の
場
合
を
、
条
件
別
で
見
る
と

p
p
に
於
て
一
一
例
、

U
L
f
で
五
例
、
及
び

U
F〉’
H

で
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
む
に

っ
て
い
見
る
と
、
法
則
に
従
う
場
合
が
九
O
例
（
八
三
・
一
二
%
）
で
、

従
わ
な
い
揚
合
が
一
八
例
三
六
・
七
%
、
す
べ
て
負
恒
常
）
で
あ

る
。
此
の
負
恒
常
は

p
p・
U
H
L
P
・
U
M
k
f
で
そ
れ
ぞ
れ
一
二
、
五
、
六
例
と
り
に

F
P
K戸
時
で
各
々
二
例
と
な
っ
て
い
る
。

従
てコ

て

異
常
な
恒
常
度
は
、

大
き
さ
及
び
形
の
両
者
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同
様
に
起
り
、

調
整
法
の
場
合
と
同
様
、

と
く
に
回
転
角
が
小
さ
い

p
p
の
条
件
で
多
く
見
ら
れ
る
。
又
個
人
別
に
見
る
と
、
む
と
む
と
を
通
じ
て
、
丸
．
3

は
最
も
多
く
七
例
で
、
次
が
九
四
の
五

例
、
他
の
ち
は
一
乃
至
五
例
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
測
定
値
の
約
八
五
Mm
は
、
回
帰
法
則
に
従
う
。

次
に
、
対
応
す
る
み
と
む
と
を
比
較
す
れ
ば
、

N
国

V
N同
な
る
相
場
合
は
、

一
O
八
対
の
値
の
中
、

八
二
例
（
七
五
・
五
%
）
、
計
八

NM4
な
る
場
合
は
二
六
例
（
二
四
二

Mm〉
で
あ
る
。
後
者
の
中
、
二
四
例
ま
で
は
、

p
k
f
C
H
Y
戸

ω）
の
条
件
で
・
あ
る
。

調
整
法
の

場
合
と
同
様
、

弘
、
仏
の
条
件
で
は
同
一
対
象
に
つ
い
て
の
み
は
む
よ
り
も
大
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お

N
掴八
N
司
な
る

場
合
を
丸
に
つ
い
て
見
る
と
、
最
高
は
丸
3

の
四
例
で
、
最
低
は
九
1

と

丸

8

の
零
で
、
他
は
一
乃
至
三
例
で
あ
る
。

諸
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

五



表（7〕 恒常法によるZの分散分析表

(a) 

設
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

Zsについて

変動因 ss df s: F 

P(Vp) 98,929.1 11 8,993.55 4.05喝事

D 100,057.4 2 50,028.70 22.50輔

A 12,081.5 2 6,040.75 2.12 

P×D 94,467.4 22 4,293.97 1.93事

P×A 50,158.3 22 2,279.92 1.03 

D×A 38,523.4 4 9,630.85 4.33場命

97,815.8 44 2,223.09 

計 492,032.9 107 

ZFについて

変動因 ss df si F 

p 34,179.4 11 3,107.22 7.26・e

D 16,486.2 2 8,243.10 19.27・傘

A 20,624.7 2 10,312.35 24.11輔

PXD 19,804.9 22 900.22 2.10傘

PXA 22,670.4 22 1,030.47 2.41場備

D×A 2,687.6 4 671.90 1.57 

PXDXA 18,821.3 44 427.76 

計 135,274.5 107 

(b) 

五表
〔
7
〕
は
表
〔
6
U
の

Z
に
つ
い
て
の
分
散
分
析
表

で
、
同
は
お
に
つ
い
て
、

川
聞
に
ゐ
に
つ
い
て
の
表

で
あ
る
。
先
ず
例
を
見
る

と
、
お
は
個
人

P
に
つ
い

て
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
る

が
、
同
時
に
交
互
作
用
句
×

ロ
も
有
意
で
あ
る
か
ら
、

P

閣
の
有
意
な
差
は
、
距
離
D

に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
叉
み
は
角
度
A
に
つ

い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

D
に
つ
い
て
有
意
な
差
が
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
交
互

作
用
口
×
k
r
も
有
意
で
あ
る



か
ら
、

D
に
つ
い
て
の
有
意
な
差
は
A
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
川
聞
を
見
る
と
、

ゐ
は

P
に
つ
い
て
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ

る
が
、
同
時
に
交
互
作
用
可
×
ロ
及
び
M
M

×
〉
も
有
意
で
あ
る
か
ら
、
此
の
有
意
な
差
は
、

D
に
も
A
に
も
依
存
す
る
と
云
え
る
。

又

ゐ
は
、

D
及
び
A
に
つ
い
て
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
交
互
作
用
。
×
〉
は
有
意
で
な
い
か
ら
、

D
に
つ
い
て
の
差
は

A
に
依
存
せ

ず
、
又
A
に
つ
い
て
の
差
は
D
に
依
存
し
な
い
と
去
え
よ
う
。

以
上
で
み
及
び
む
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
り
、
次
に
主
要
問
題
で
あ
る
両
者
の
相
関
加
の
検
討
に
す
L
む
。
先
ず
表
門
6
〕
の
各

も

の
Z
の
平
均
（
M
の
列
〉
に
つ
い
て
見
る
と
、
む
6
、
目
、

U
を
除
く
他
の
す
べ
て
の
%
で
は
、
前
述
の

p
v
N？
な
る
関
係
が

認
め
ら
れ
、

E
つ
為
の
高
い
（
或
は
低
い
〉
叫
で
は
、
ゐ
も
概
し
て
高
く
（
或
は
低
く
）
、
両
者
の
聞
に
は
、
大
体
並
行
的
な
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
の
で
、
両
者
の
相
関
も
相
当
高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
表
〔
6
〕
で
、

加
の
行
を
見
る
と
、

U
H
b
F
戸
の
相
関
の
み
は
マ

イ
ナ
ス

0
・
四
九
で
あ
る
が
、
他
の
相
関
は
す
べ
て
プ
ラ
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
此
等
の
中
、
有
意
で
な
い
の
は
、

U
R
K同
』
（
｝

H
H
・M
・ω〉
と

uhkr
で
、
他
は
す
べ
て
有
意
で
、
平
均
M
は
0
・
七
二
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
相
闘
が
有
意
で
な
い
の
は
、
観
察
距
離
が
小
さ
い
臥
の
揚

合
で
ゆ
め
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
此
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

N
Z
八
N
句
な
る
場
合
で
あ
る
か
ら
、

一
般
に

P
V
N司
な
る
場
合
に
は
有
意
な

一
川
の
有
意
性
と
、

品
、
む
の
大
小
関

係
と
の
聞
に
は
関
連
が
あ
っ
て
、

は
有
意
で
な
い
傾
向
を
一
示
す
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

加
が
存
在
し
、

反
対
に
計
八
N
司
な
る
場
合
に
は
加

さ
て
以
上
は
、
相
等
し
い
条
件
に
つ
い
て
の
為
と
ゐ
と
の
相
闘
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
相
異
る
条
件
に
つ
い
て
の
相
闘
を

検
討
し
よ
う
。
表
門
6
〕
の

加
で
、
有
意
で
な
か
っ
た
U
R
K
F

…C
H
Y
P
3
及
び
ゃ
L
有
意
で
あ
っ
た
り
－
P
C
H
P
S
を
除
い
た
四

つ
の
条
件

p
k
f
（
r
］

H
N・
3
に
つ
い
て
み
と
む
と
の
相
闘
を
求
め
た
結
果
が
表
門
8υ

で
あ
る
。
大
き
さ
S
に
つ
い
て
の
四
検
査

誇
恒
常
現
象
閣
の
格
闘
に
関
す
る
研
究

五



韓
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表〔8〕

w

’
no 

n司
u
n
v

．
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s 

w
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nue 

．
 

鹿
市

n
a
n
u
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n
D
 

－

－

 

l
 

a車
場

n
D
n
6
 

8
0
8
0
 

．． 

検

s 

F 

五
回

と
形
F
に
つ
い
て
の
四
検
査
と
の
組
合
せ
で
あ
る
か
ら
、
結
局
二
八
個
の
異
る
相
関

係
数

r
か
ら
成
る
行
列
R
が
得
ら
れ
る
。
此
の
行
列
の
要
素
は
、

S
同
志
の
相
関
知

ぴを付したrは5%レベルで有意，他はすべて1%レベルで有意］

円

6
〕

知
行
の
四
個
も
含
ま
れ
る
〉
で
み
め
る
。

六
個
、
F
同
志
の
相
関
同
六
個
、
及
び
S
、
F
聞
の
相
関
均
一
六
個
（
此
の
中
に
表

此
等
の

r
は
い
ず
れ
も
有
意
で
あ

る
。
即
ち
表
中
事
印
の
付
し
て
あ
る
も
の
五
個
は
五
Mm
レ
ベ
ル
で
、
他
の
二
三
個
は

に
変
化
す
る
か
を
見
る
た
め
に
、

す
べ
て
一
労
レ
ベ
ル
で
有
意
で
あ
る
。
此
等
の

r
が
、
条
件
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う

此
の

表
は
、

r
を
形
式
加
、

一
山
及
び
加
に
よ
っ
て
分
類
し
、

r
を
分
類
し
た
の
が
表
〔
9
〕
で
あ
る
。

更
に

r
に
含
ま
れ
る
変

相互相関rの分類

お吻 r関 Ir川 rSFI M 
.97 ;92 ,82 
.96 .87 .74 

1 .72 ,92 
.99 .88 .71 
.99 .85 

.70 
.97 .81 .63 
.97 .87 .84 

2 .82 
.79 .84 
.77 
.69 
.77 

.68 

3 .66 
.79 .78 
.90 

M ｜γI ・" I ・" 

表〔9〕

数
の
相
違
に

よ
っ
て
分
類

し
た
。
こ
L

で
、
変
数
と

し
て
は
、
相

聞
を
成
立
さ

せ
る
こ
つ
の

恒
常
度
Z
の



性
質
（
み
或
は
ゐ
）
、
距
離
D
及
び
角
度

A
の
三
者
で
あ
る
。
従
っ
て
、

加
で
変
数
一
と
云
う
の
は
、

む
と
む
の
栢
闘
で
、
既
に

一
つ
の
変
数
（
Z
の
性
質
）
を
異
に
し
て
い
る
か
ら
、

両
者
の
D
と
A
と
等
し
い
場
合
（
表
〔
6
〕
で
考
察
し
た
よ
う
な

加
）
を
意
味

す
る
。
又
加
で
変
数
二
と
云
う
の
は
、

み
と
み
と
の
相
関
で
Z
の
性
質
は
等
し
い
か
ら
、

両
者
の

D
及
び

A
を
異
に
す
る
場
合
を

意
味
す
る
。
さ
て
此
の
表
で
、
先
ず
形
式
に
よ
る
M

（
列
平
均
）
を
見
る
と
、

円
羽
田

H
b∞”

N
E
u
h
u
J
H・国司
H
h
a
で
あ
り
、

加
は
前

者
に
対
し
て
造
か
に
低
い
。
此
等
の
差
は
、

F
検
定
で
有
意
（
句
人
・

2
〉
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
種
の
恒
常
度
閣
の
相
関
は
、

異
種
の
恒

常
度
聞
の
相
関
よ
り
も
高
い
。

即
ち

p
d
V円
E
V
E『
で
あ
る
と
云
え
る
。
次
に
変
数
に
よ
る
分
類
の
M
（
行
平
均
）
を
見
る
と
、

変

数
の
み
を
具
に
す
る
Z
聞
の
相
聞
は
、

H
J
H
－C
N

で
、
二
、
三
変
数
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ

3
H
－∞
A
F
3
u
h∞
と
な
っ
て
い
る
。

此
等
の

差
は
有
意
で
は
な
い
（
司
＋
・

8
〉
が
、
大
体
恒
常
度
閣
の
相
関
は
、
合
ま
れ
る
変
数
の
相
違
が
少
い
程
高
い
。

即
ち

p
v
c
v
p
な
る

傾
向
を
示
す
。
此
等
の
結
果
は
、

シ
l
ハ
ン
の
研
究
に
於
て
も
認
め
ら
れ
た
。

相
関
の
問
題
は
、
共
通
因
子
の
問
題
に
発
展
す
る
。
ザ

I
ス
ト
内
（
、
H
，F
5
2
8
P
F－
F
・
）
は
、
知
覚
に
関
す
る
六

O
種
近
く
の
検
査

自
身
の
セ
ン
ト
ロ
イ
ド
法

此
等
の
検
査
聞
の
相
関
を
求
め
た
。

此
の
ぼ
う
大
な
相
関
行
列
に
、

を
、
約
一
七

O
名
の
も
に
行
い
、

〈
の
巾
ロ
可
o
E
S
E
－MO円
四
）
を
適
用
し
て
分
析
し
た
結
果
、
知
覚
行
動
を
説
明
す
る
に
は
、

一
一
個
の
共
通
因
子
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
発
見

シ

l
ハ
ン
の
資
料
（
大
き
さ
S
、
形
F
及
び
白
さ
W
の
検
査
を
含
む
）
を
分
析
し
た
結
果
、
五

個
の
共
通
因
子
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
研
究
に
お
い
て
も
表
〔
8
〕
の
相
関
行
列
R
に
つ
い
て
同
様
の
分
析
を
試
み
た
。

し
た
。

著
者
は
、
此
の
研
究
に
倣
っ
て
、

表
〔
叩
〕
は
そ
の
結
果
を
一
示
す
因
子
行
列
F
で
あ
る
。

此
に
よ
る
と
、
八
種
の
検
査
聞
の
相
闘
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
三
個
の
共
通
因

子
を
考
え
れ
ば
十
分
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

（
共
通
性
日

列
を
見
れ
ば
、
い
ず
れ
の
検
査
に
つ
い
て
も

7
0
0に
近
く
、
従
っ
て
独
自

誇
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

五
五
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恒常法による検査S,Fの因子負荷量ajm一因子行列（F)

瓦首里主｜ I l[ Il[ A B C 
II 
hZ u2 

1 .94 一.31 .01 .23 .979 .021 
2 .92 ー.38 .01 .92 .32 .20 .991 .009 s 
3 .95 一.29 .00 .88 .41 .24 .991 .009 
4 .97 ー.23 一.01 .85 .46 .992 .008 

5 .94 .19 ー。02 .53 .70 .38 .920 .080 
6 .91 .26 .01 .46 .71 .42 .898 .102 F 
7 .87 .37 ー.01 .35 .77 .43 .898 .102 
8 .83 .35 .01 .34 .805 .195 

表〔10〕
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五
六

性

Jr
は
非
常
に
小
さ
い
か
ら
で
あ

る
。
）
初
め
に
因
子

I
、
E
、
E
と一示

し
た
の
は
、

い
わ
ゆ
る
セ
ン
ト
ロ
イ
ド

因
子
（

2
E
S
E
E
2
0吋
）
で
、
此
で

は
因
子
構
造
が
複
雑
な
の
で
、

二
回
の

直
交
回
転
を
行
っ
て
単
純
な
構
造
の

も
の
と
し
た
。

此
の
結
果
と
し
て
得
ら

れ
た
因
子
を

A
、
B
、
C
と
名
付
け
、

此
等
の
因
子
負
荷
量
と
ロ
（
］
H
Y
p
－－－∞・

図〔2〕

B
H
H・
M
－
ど
を
も
っ
て
作
図
し
た
も

の
が
図
〔
2
〕
で
あ
る
。

此
の
中
川
間
は

因
子
A
、
B
に
よ
っ
て
、
又
川
は
B
、

C
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
検
査
ベ
ク
ト
ル

を
作
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

因
子
の
心

理
学
的
解
釈
は
閤
難
と
さ
れ
て
い
る

が
、
図
同
に
つ
い
て
み
る
と
、

因
子



A
に
は
、
検
査
F
も
相
当
の
負
荷
量

S
C
H
m・0
・u
J
g
を
示
す
が
、
検
査

S
の
方
が
逢
に
高
い
。

叉
前
述
の
分
散
分
析
で
明
ら
か
な

よ
う
に
、
五
、
ゐ
共
に
距
離
D
に
つ
い
て
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
因
子
A
は、

D
に
関
係
す
る
因
子
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

因
子
B
で
は
、
反
対
に
検
査
F
が

S
よ
り
も
逢
か
に
高
い
負
荷
量

S
C
H
F
P
F
g
を
一
示
し
、

一
方
む
は
角
度

A
に
つ
い
て
有
意

な
差
が
認
め
ら
れ
、

五
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、

因
子
B
は
角
度

A
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

叉

図

〈

b
〉
で
因
子

C
に
つ
い
て
は
、
両
検
査
共
低
い
負
荷
量

S
C
H
Y
p
－－・

3
を
示
す
が
、

や
L
検
査

F
の
方
が
高
い
。

C
は
ど
の
よ

う
な
意
味
を
も
っ
因
子
で
あ
る
か
、
今
後
の
研
究
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に
S
、
F
恒
常
度
の
準
二
次
元
的
測
定
に
よ
っ
て
得
た
結
果
を
、
左
に
要
約
す
る
。

(1) 

恒
常
度
Z
は、

品
、
ゐ
共
に
大
部
分
は
。
八
N
八
H
C
C

で
、
ザ
ウ
レ
ス
の
回
帰
法
則

ω〈
句
人
同
に
従
う
の
を
見
る
。

ω
回
帰
法
則
に
従
わ
な
い
H
M

八
ω八
回
或
は

ω八
四
人
司
な
る
場
合
、

い
わ
ゆ
る
負
恒
常

N
八
。
或
は
超
恒
常

N
V
H
g
も
認
め

ら
れ
る
。
此
等
は
概
し
て
回
転
角
A
の
小
な
る
条
件

PKF同
で
、

又
特
定
の
%
に
多
く
見
ら
れ
た
。

(3) 

割
、
ゐ
に
は
共
に
著
じ
い
個
人
差
が
認
め
ら
れ
る
。

ω 
み
は
、
距
離
D
に
つ
い
て
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
角
度
A
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
交
互
作
用
可
×
ロ
及
び

。
×
k
p
は
有
意
で
あ
る
か
ら
、
右
の
有
意
な
差
は
、

P
や
A
に
依
存
す
る
。

(5) 

む
は
、

D
及
び
A
に
つ
い
て
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
交
互
作
用
可
×

U
及
び
司
×
〉
も
有
意
で
あ
る
か
ら
、
右
の
有
意
な

差
は
P
に
依
存
す
る
。

(6) 

対
応
す
る
み
と
む
の
聞
に
は
多
く
の
場
合
、

N
Z
V
N『
な
る
関
係
が
認
め
ら
れ
る
が
、

D
が
小
な
る
条
件
ロ
〉
』
で
は
計
八

諸
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

五
七



韓
間
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

五
八

(7) 

N
『
な
る
関
係
も
見
ら
れ
る
。

み
と
む
と
の
相
関
川
は
、

A
の
小
な
る
条
件

p
p
で
は
有
意
で
な
い
が
、

他
の
条
件
で
は
有
意
で
、

平
均
値
は
、

円
国
司

n
u
h
N
Y
H》切
H
・0
E
で
あ
る
。
此
の
値
は
ザ
ウ
レ
ス
、

シ

l
ハ
ン
両
氏
の
結
果
よ
り
高
い
。

(8) 

異
種
恒
常
度
聞
の
相
関

恥
は
、
概
し
て
同
種
恒
常
度
閣
の
相
関

rss 、

恥
よ
り
は
低
い
。
そ
し
て
句
は
、

之
を
成
立
さ
せ

る
み
、
む
の
測
定
条
件
（
実
験
変
数
）
の
異
る
程
低
い
。

(9) 

検
査

S
、
F
聞
の
相
関
行
列
を
分
析
し
た
結
果
、
三
個
の
共
通
因
子
A
、
B
及
び
C
を
見
出
し
た
。
前
二
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
距
離
、

及
び
角
度
に
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

C

両
方
法
に
よ
る
結
果
の
比
較

以
上
調
整
法
及
び
恒
常
法
に
よ
る
結
果
を
個
別
的
に
考
察
し
て
多
く
の
共
通
点
を
認
め
た
。
即
ち
、

測
定
の
結
果
は
概
し
て
、
回
帰
法

則
に
従
う
が
、
脱
逸
す
る
場
合
も
認
め
ら
れ
、
そ
れ
等
は
回
転
角
A
の
小
な
る
条
件
ロ

kr
で
、
叉
特
定
な
%
に
つ
い
て
多
く
見
ら
れ

た
。
又
弘
、
む
共
に
著
し
い
個
人
差
が
認
め
ら
れ
た
。
対
応
す
る
み
、
む
聞
に
は
、
概
し
て

p
v
N『
な
る
関
係
が
見
ら
れ
る
が
、

N
田八
N
同
な
る
場
合
も
起
り
、
此
は
D
が
小
な
る
条
件

pkf
で
、
特
定
な
れ
．
に
つ
い
て
多
く
認
め
ら
れ
る
。

以
上
は
共
通
に
認
め
ら

れ
た
事
実
で
・
あ
る
が
、
他
方
著
し
い
相
違
点
も
注
意
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
両
方
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
相
関
加
の
相
違
で
、
調
整
法
に

よ
れ
ば
非
常
に
低
く
、
恒
常
法
に
よ
れ
ば
相
当
高
く
有
意
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

両
方
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る

加
を
比
較
す
る
に
あ
た

り
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
此
を
成
立
さ
せ
る
お
及
び
む
に
つ
い
て
比
較
を
試
み
る
。
両
方
法
に
用
い
た
九
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
一
名
と

一
一
一
名
と
で
あ
る
が
、
両
者
に
共
通
に
含
ま
れ
た
れ
．
は
五
名
で
あ
る
。
表
門
口
〕
は
、
此
の
五
名
の
恒
常
度
Z
を
、
測
定
法
別
に
一
示
す
。
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表〔11〕 両測定法に就てZs及びZFの比較

〔上方はZs，下方はZF〕

五
九

｜湘；l
D2 D3 

A, I A宮 IA3 A1 I A宮 lA3 A, I A宮 lA3 
M 

F ｜判 :! I -2:: I _: I 引引引21 -170 .15 21 -57 
I ｜て； 1-:I 引引調 28 -16 44 25 

K I 3~: I 引1引 引1侃 110018 35 16 34 -79 30 41 17 

整

I =!: I ~: I －~~ I !;J _::J 。 61 
21 

法 s I-~~ I 引引 1郎l引1引引18 -184 6 23 -48 -20 17 -30 

M I =!! J ::1 -~~1 回l引 58 
32 -69 20 ー5

F ｜矧て：！ !~ I _: I 28 

64 33 37 

I 
1 -~~: I 引川 2!I 91-31引↑亘 36 -70 ・26 11 -106 -15 8 -22 

K 
I －~~ I :1到 沼｜引

78 
42 53 -35 28 

常

｜引。
64 

42 40 

法 s ｜ー，~~I 引引 ~~ I !: I 53 68 38 -17 36 

M I -~; I 43 

44 21 41 -22 27 24 
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ノ、。

表
の
各
細
胞
で
上
方
は
弘
、
下
方
は
む
を
一
示
す
。
先
ず
み
に
つ
い
て
見
る
と
、

四
五
対
の
値
の
中
で
、
調
整
法
に
よ
る
方
が
大
な

る
場
合
は
三
一
例
（
六
八
・
九
Mm
）
で
、
小
な
る
場
合
は
一
四
例
（
一
一
二
二
銘
〉
と
な
っ
て
い
る
。

又
み
の
平
均
を
見
る
と
、
調

整
法
で
は
五
八
、
恒
常
法
で
は
四
三
で
、
前
者
の
方
が
大
き
い
。
此
等
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

む
に
つ
い
て
は
、
調
整
法
に
よ
る
方

が
、
恒
常
法
に
よ
る
よ
り
も
大
な
る
値
を
得
る
傾
向
が
あ
る
と
云
え
よ
う
。

守
的
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

四
五
対
の
値
を
検
討
し
て
見

る
と
、
前
の
場
合
と
正
反
対
に
、
恒
常
法
に
よ
る
方
が
大
な
る
場
合
は
コ
二
例
（
六
八
・
九
Mm
）
で
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
一
四
例
会
二
・

一
%
）
で
あ
る
。
又
む
の
平
均
を
見
る
と
、
恒
常
法
で
は
二
四
、

調
整
法
で
は
マ
イ
ナ
ス
五
で
、
明
ら
か
に
前
者
が
大
き
い
。

従
rコ

て
、
ゐ
に
つ
い
て
は
、
恒
常
法
に
よ
る
方
が
、
調
整
法
に
よ
る
よ
り
も
大
な
る
値
を
得
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

此
の
傾
向
を
、
も
っ
と

も
テ
ィ
ピ
カ
ル
に
一
示
す
の
が

U
F
で
、
み
の
値
は
す
べ
て
調
整
法
に
よ
る
方
が
大
で
、

む
の
値
は
す
べ
て
恒
常
法
に
よ
る
方
が
大
と

な
っ
て
い
る
。
更
に
差

Q
v
l
N乙
に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば
、
調
整
法
よ
り
恒
常
法
に
於
て
小
と
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
次
に
、
主
要
問
題
で
あ
る
相
関
恥
を
、
両
方
法
に
つ
い
て
比
較
す
る
。

比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
表
〔
3
〕
と
〔
6
〕
の

加
を
、

p
p
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
、
表
円
四
〕
で
あ
る
。

此
の
表
で
、

調
整
法
の
加
は
、

p
p
の
・
七
三
を
除
い
て
は
す
べ

て
有
意
で
は
な
い
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
極
端
な
超
恒
常
及
び
負
恒
常
を
除
い
て
計
算
し
た

耐
の
平
均
は
・
二
九
で
、
此
は
辛
う
じ

て
有
意
と
認
め
ら
れ
る
。
此
に
対
し
て
、
恒
常
法
で
は
、

U
L
f
C
H
Y
N、
ω）
及
び
ロ
1
r
の

加
は
有
意
で
な
い
が
、
他
の
条
件
で

は
有
意
な
相
関
を
一
示
す
。
此
等
有
意
な
相
関
の
平
均
は
・
七
二
で
あ
る
。

此
の
よ
う
に
同
一
条
件
の
下
で
同
一
対
象
に
つ
い
て
の
恒
常
度

聞
の
相
関
町
は
、
測
定
法
に
よ
っ
て
具
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
し
て
条
件
も
対
象
も
、

測
定
法
も
異
れ
ば
、
恒
常
度
閣
の
相
関
が
異
る

こ
と
は
、
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。



表〔12〕 両測定法に就てrsFの比較
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を
使
用

の
平
均
と

z •. , 
の

種
の
測
定
値

N 
と
し
て
1E 
方
形

そ
の
水

表
円
四
〕
は
、
此
の
よ
う
な
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
研
究

の
恒
常
法
に
よ
る
相
関
加
と
、
ザ
ウ
レ
ス
、
シ

1
ハ
ン
両
氏
に
よ
る
値

と
を
ま
と
め
，
た
も
の
で
あ
る
。
ザ
ウ
レ
ス
の
♂
『
H

・0
c
m
は、

q
印
、
む
各

々
一
種
の
測
定
値
か
ら
算
定
し
た
値
で
あ
る
。

払
の
測
定
に
は
、

N
と
し

て
円
板
を
用
い
、

V
と
し
て
も
一
定
の
円
板
を
用
い
、
此
の
距
離
を
調
整

ゐ
の
測
定
に
も
、

し
て
N
と
等
し
く
見
え
る
位
置
を
決
定
し
た
。

N 
と

し
て
円
板
を
用
い
、

V
と
し
て
は
種
々
の
楕
円
一
五
個
が
用
い
ら
れ
た
。

シ
l
ハ
ン
の
吋
日
『

J
E∞
は
、
五
の
四
種
の
測
定
値
（
N
と
し
て
三
角

平
面
に
対
す
る
傾
き
と
し
て
一
五
、
四
五
、
七
五
度
の
三
種
を
使
用
）
の
平
均
と
か
ら
算
出
さ
れ

た
。
此
の
よ
う
に
両
氏
の
研
究
で
は
、
島
と

q
仰
の
測
定
は
全
く
独
立
的
に
、
い
わ
ば
一
次
元
的

同
が
算
出
さ
れ
た
。

に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
か
ら
相
関

此
に
対
し
、
本
研
究
で
は
、
前
述
の
よ

み
と
む
を
全
く
同
一
条
件
下
で
、

い
わ
ば
二
次
元
的
に
測
定
し
、
そ
の
結
果
か
ら
相
関

〉フこ、t
 

を
求
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
円
国
司
H
－叶
N
H

で
、
前
二
者
よ
り
高
い
値
が
期
待
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。

四

結

さ子-b.
iiffll 

諸
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

~ ノ、



諸
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

｛ 

ノ、

標
準
刺
戟
N
と
し
て
正
方
形
板
を
用
い
、
九
種
の
条
件

p
p
p〕
H
Y
M
N－
3
下
で
、
調
整
法
及
び
恒
常
法
に
よ
っ
て
、
大
き
さ
の

恒
常
度
み
と
形
の
恒
常
度
ゐ
と
を
測
定
し
、

此
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
両
者
の
相
関
加
を
算
出
し
た
。

前
の
方
法
で
は
、
み
と

ゐ
と
を
同
一
条
条
件
下
で
同
時
的
に
測
定
す
る
の
で
、

二
次
元
的
測
定
と
名
づ
け
、

又
後
の
方
法
で
は
、

両
者
を
同
一
条
件
下
で
は
あ

る
が
、
継
時
的
に
測
定
す
る
の
で
準
二
次
的
測
定
と
仮
り
に
名
づ
け
、
従
来
の
一
次
元
的
方
法
と
区
別
し
た
。

本
研
究
は
加
が
此
の
よ
う
な
測
定
法
に
よ
り
、

又
N
の
条
件
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
に
変
佑
す
る
か
、
ゐ
と
ゐ
と
の
聞
に
は
群
因

子
或
は
共
通
因
子
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
た
の
で
、

以
上
得
ら
れ
た
諸
事
実
と
共
に
結
論
を

左
に
述
べ
る
。

調
整
法
及
び
恒
常
法
に
よ
る
結
果
は
、
次
の
点
で
共
通
で
あ
る
。

(1) 

n
－
e

崎
、
ゐ
共
に
大
部
分
は
、
回
帰
法
則
に
従
う
値
を
と
る
。
し
か
し
N
の
角
度
が
小
さ
い
条
件
で
は
、
右
の
法
則
に
従
わ
な
い
超

恒
常
や
負
恒
常
も
認
め
ら
れ
る
。

倒
弘
、
む
共
に
著
し
い
個
人
差
が
認
め
ら
れ
る
。

制

み

は
D
に
つ
い
て
有
意
差
が
認
め
ら
れ
、

る

は
A
に
つ
い
て
有
意
差
が
認
め
ら
れ
る
。

ω 
ゐ
と
る
の
多
く
の
対
で
は

p
v
N司
で
あ
る
が
、

N
の
D
が
小
な
る
条
件
で
は
計
八

N司
も
認
め
ら
れ
る
。

両
方
法
に
よ
る
結
果
は
次
の
点
で
異
る
。

(5) 

調
整
法
に
よ
る
お
は
恒
常
法
に
よ
る
値
よ
り
も
高
い
が
、
ゐ
は
低
い
傾
向
が
あ
る
。

加
は
、
従
来
の
結
果
よ
り
も
非
常
に
低
い
。

又
此
の
方
法
に
よ
る
差
〈

NtlN乙
は

恒
常
法
に
於
け
る
よ
り
も
大
き
く
、



(6) 

恒
常
法
に
よ
る
み
は
、
調
整
法
に
よ
る
値
よ
り
も
低
い
が
、
お
は
高
い
傾
向
が
あ
る
。

均
は
、
従
来
の
研
究
結
果
よ
り
高
い
。

又
此
の
方
法
に
よ
る
差
（
N
a
l
N
乙

は
調
整
法
に
於
け
る
よ
り
も
小
さ
く
、

恒
常
法
に
よ
る
結
果
か
ら
、
次
の
点
が
認
め
ら
れ
る
。

（？） 

異
種
の
恒
常
度
聞
の
相
関

加
は
、
同
種
の
恒
常
度
聞
の
相
関
同
、

加
よ
り
も
低
い
。

(8) 

一国土、

r
，t
 

五
と
む
の
実
験
変
数
が
異
る
程
低
く
な
る
。

（め

検
査
S
、
F
聞
の
相
関
行
列
を
因
子
分
析
し
て
、
三
個
の
共
通
因
子
A
、
B
及
び
C
を
得
る
。

A
は
距
離
、

B
は
角
度
に
関
係

す
る
因
子
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
外
恒
常
現
象
は
種
々
な
る
領
域
に
見
ら
れ
る
か
ら
、
更

に
他
の
領
域
に
つ
い
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
近
、
洪
同
研
究
者
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
速
さ
の
恒
常
民
、
運
動
対
象
の
大
き
さ
の
恒

常
馬
回
転
対
象
の
形
の
恒
常
民
及
び
音
の
強
さ
の
恒
常
民
と
本
研
究
の

S
及
び
F
の
恒
常
度
と
の
相
関
に
就
い
て
研
究
に
従
事
中
で
あ

今
回
の
報
告
は
、

S
及
び
F
の
恒
常
度
の
相
関
の
み
を
問
題
と
し
た
が
、

る
が
、
此
等
の
相
関
は
有
意
と
は
認
め
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ザ
ウ
レ
ス
は
少
く
と
も
、
大
き
さ
、
形
、
及
び
白
さ
の
恒
常
現
象
聞
に

は
g
因
子
と
は
独
立
に
M
M

・
同
（
苫

H
B
e
g
s巳
B
m
R自
由
。
ロ
）
の
群
因
子
（

m
g
z
u
r
n
g与
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

ハ
ン
は
、
各
丸
の
Z
の
値
が
、
種
々
の
恒
常
現
象
に
つ
い
て
、

シ

一
貫
性
を
欠
く
こ
と
か
ら
、
群
因
子
を
否
定
す
る
。

し
か
し
、
此
は

因
子
説
の
立
場
か
ら
、
恒
常
現
象
聞
に
た
ど
一
個
の
群
因
子
を
仮
定
す
る
こ
と
か
ら
起
る
の
で
、

重
因
子
説
の
立
場
か
ら
、
多
く
の
共
通

因
子
を
認
め
る
な
ら
ば
、
此
の
一
貫
性
の
欠
如
も
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、

s、
F
以
外
の
恒
常
現
象
も
含
め
て
研
究
し

た
場
合
、
果
し
て
S
、
F
聞
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
有
意
な
相
闘
が
得
ら
れ
、

従
っ
て
諸
恒
常
現
象
聞
に
、

い
く
つ
か
の
共
通
因
子
が
認
め

諸
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

~ 
J、、



務
恒
常
現
象
問
。
相
関
に
関
す
る
研
究

六
回

ら
れ
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
研
究
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

4
9
1
X
ト
ン
が
知
覚
行
動
一
般
に
つ
い
て
行
っ
た
広
汎
な
因
子
分
析
的
研
究

が
、
恒
常
現
象
に
つ
い
て
も
望
ま
れ
る
訳
で
あ
る
。

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
研
究
室
員
諸
氏
の
御
協
力
を
い
た
ど
い
た
。
こ
こ
に
心
よ
り
感
謝
申
主
け
る
。
因
に
本
研
究
は
昭
和
三
十
年
度
文
部
省

科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

玄

献

(1) 

石
井
克
己
、
諸
恒
常
現
象
聞
の
相
聞
に
関
す
る
研
究
、
哲
学
年
報
、
一
九
五
四
、
二
ハ
。
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石
井
兎
巳
、
諸
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
闘
す
る
研
究

I
、
日
本
心
理
学
会
第
十
九
回
大
会
報
告
、
一
九
五
五
。

諸
恒
常
現
象
聞
の
相
関
に
関
す
る
研
究

E
、
日
本
心
理
学
会
第
二
十
回
大
会
論
文
抄
録
、
一
九
五
六
0

4
F
E－
－
白
神
白
ロ

P

F

F・－
k
p
同
同

nHO同
町
田
戸
白

g
a『
O同
唱
冊
吋

n冊一司同四
0
3・
H由
串
A
P
・

吋，

Fロ
吋
白
神
ロ
ロ

P

F

F・
－
富
三
昨
日

bz－P
2
0吋
曲
回
目
苛
曲
目
白
・

H富
山
1
・

牟
田
泰
祥
、
運
動
視
野
に
於
け
る
時
間
知
覚
。
日
本
心
理
学
会
第
十
九
回
大
会
報
告
、
一
九
五
五
。

黒
田
輝
彦
、
運
動
対
象
の
見
え
の
大
き
さ
に
闘
す
る
実
験
的
研
究
、
心
研
、
一
九
五
六
、
二
六
、
六
。

堤
絹
子
、
形
の
恒
常
現
象
に
関
す
る
心
理
学
的
研
究
｜
｜
特
に
回
転
す
る
形
を
中
心
と
し
。
（
未
発
表
〉
、
一
九
五
六
。

重
氷
幸
男
、
音
の
強
さ
の
恒
常
性
に
関
す
る
実
験
的
制
究
、
日
本
心
製
学
会
第
十
九
回
大
会
報
告
、
一
九
五
五
。

(4) (5) (6) (7) (8) (9) 。。


